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・実践日時  2015（平成 27）年１月 22 日（木）８時 40 分～９時 25 分 
・実践対象  鳥取大学附属小学校 ４年１組 36 名 
・実践者   大野桂 
・題材名   「民謡の魅力を感じ取ろう」 
 
・学習計画  （全６時間） 
 第１時 いろいろな民謡（アジアの民謡を４曲鑑賞：拍子ある，なしに気付いたり，
民謡とは何かを考えたりする） 
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  第３時 鳥取県代表の民謡《貝殻節》（うたって民謡の特徴に気付く）（本時） 
 第４時 もっと《貝殻節》を知ろう（歌詞の内容をイメージしながら，名人そっく
りをめざす） 
  第５時 もっと《貝殻節》を知ろう 








































Ｃ  （10 名程度，挙手） 









（2015 年１月 22 日 授業記録） 



































































































































計 好き 嫌い どちらでもない 
 好き 70.59（12） 0.00（0） 29.41（5） 100.00（17） 
 嫌い 0.00（0） 25.00（1） 75.00（3） 100.00（4） 
 どちらでもない 46.67（7） 6.67（1） 46.67（７） 100.00（15） 




























 声の感じ リズム その他 
1   掛け声が歌詞を歌ってい
る人とは違うということ
に驚いた。 













6   知らなかったけど，歌え
た。名人になるため頑張り
たい。 















12   一人で歌っているのです
ごい。 













18   上手に歌えるようになり
たい。 











22 震える声になっている。   





25   歌うとなぜかすっきりし
た。 
26 震えやその他，声の高さ等が難しい。   
27   母が《貝殻節》の踊りをし
ていて知っていた。名人に
なれるよう頑張りたい。 





30 上げたり下げたりがたくさんある歌。  名人みたいになりたい。 




33 声の調節ができなかった。   
34   どちらかというと音楽で
はなく，歌だと思う。 
35   何人で歌っているのか分
からない。 




 分類した結果，「声の感じ」18 件，「リズム」８件，「その他」16 件あり，半数の子どもが「声の
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